















論  文  題  目  
 
Extreme Extratropical Cyclones in the North 
Atlantic and Arctic Ocean 






























審査に当たっては、 2019 年 10 月 18 日に審査委員予定者 4 名による予備
審査会を実施し、専攻内縦覧に付してよい旨の判定を得た。2019 年 10 月 21
日から 11 月 6 日に建設工学専攻における専攻内縦覧を行い、 11 月 7 日の専


















































は 、 選 択 し た 計 5 つ の 温 帯 低 気 圧 を 気 象 モ デ ル Weather  Research and 
Forecas t ing  mode l（ WRF）を用いて算定し、適切な初期条件および境界条
件を使用することにより、適切な精度の算定結果が得られている。気象の再
現計算の後に、海洋モデルにおいては、非構造格子海水流動モデルと波浪予









の将来のシナリオには、 2090  RCP4.5、 2090  RCP8.5 を用いている。また、
北極圏では、2050  RCP4.5 および 2050RCP8.5 を用いている。北極圏の将来
シミュレーションでは、計算領域から海氷が消失した条件で算定し、分析は
局所的（ボウフォート海とタクトヤクトゥク）、および地域的（北極海の大部





















数値モデルにより、それぞれ 2090 年と 2050 年までの将来の気候シナリオの
下で、北ヨーロッパとカナダの北極圏の個々の極端な温帯低気圧に焦点を当
てている。モデルの算定結果は、極端なシナリオ RCP8 .5 では、強力な温帯
低気圧の事例について、災害が悪化し、沿岸のコミュニティが高潮と波の被
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